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衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
羽
田
発
着
便
が
減
便
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
新

飛
行
ル
ー
ト
の
運
用
開
始
の
時
期
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
羽
田
発
着
便
が
減
便
に
な
っ
て
い
る
こ
と

と
新
飛
行
ル
ー
ト
の
運
用
開
始
の
時
期
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

東
京
国
際
空
港
に
お
け
る
減
便
数
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
三
月
六
日
ま
で
に
申
請
さ
れ
た
航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律

第
二
百
三
十
一
号
）
第
百
七
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
く
混
雑
空
港
に
係
る
運
航
計
画
の
変
更
又
は
同
法
第
百
九
条
第

一
項
若
し
く
は
第
百
二
十
九
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
計
画
の
変
更
に
よ
れ
ば
、
同
年
一
月
十
九
日
か
ら
同
年

三
月
十
二
日
ま
で
の
累
積
で
千
四
百
五
十
九
便
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
夏
ダ
イ
ヤ
の
期
間
で
あ
る
同
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
十
月
二
十
四
日
ま
で
の
期
間

に
お
け
る
、
各
航
空
会
社
の
東
京
国
際
空
港
に
お
け
る
運
航
回
数
及
び
発
着
日
時
を
含
む
、
航
空
法
第
百
七
条
の
三
第
六
項

の
規
定
に
基
づ
く
混
雑
空
港
に
係
る
運
航
計
画
の
変
更
又
は
同
法
第
百
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
百
二
十
九
条
の
三
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
く
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
現
時
点
に
お
い
て
認
可
前
で
あ
る
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ



 

２ 

 

る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

令
和
二
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
の
東
京
国
際
空
港
に
お
け
る
新
た
な
飛
行
経
路
の
運
用
を
見
送
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 


